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㓴车䏔⿦
طؔٛلػطスئ 䫟鶟儖鼧Ꝏ

◒出珕㯸

熖הגの䧪䡵Ζ

嚀⚡とי׊のؔطٛلػطتئ

㳡䫘にכり◄哅׻
طؔٛلػطスئ を䍚化しま׌ն

2019年 2030年 2050年

生産能力
拡大

副生物等
Scope1

自家発電
Scope1

購入
エネルギー

Scope2

省エネ
投資 プロセス

改良 電力
再エネ化 電力

証明購入
エネルギー
転換

CCUS

新技術・
新エネルギー

GHG削減に向け、
2030年までに800億円の

設備投資を予定
（将来技術動向を見定め、実用可能な削減技術は

可能な限り前倒しして導入を検討）

��%減

排出量
3,230千トン

排出量

カーボン
ネットゼロ

2,230千トン

րؔطٛلػطتئꝎ僿٤٘ةلց
ն׌ױ׊䫟鶟מ؅犉哕氳ؔطٛلػطتئעٝٚؠ

斻自䓪の냕ַ䤗软כ邮⿁؅ꪵ二氳ם
خٛ ך㕙ꪫםױ׉ױ׈յׅםחמ٤٘ب٭ٖ

自抅梪㗞כ人չの雛ם־生孨מ靹春׊禈ׄ׌ױն

כ䫟鶟⛮⯆の䍚⴫ؔطٛلػطتئ
Ꝏ僿٤٘ةلの瓀㲊

社会י׬׌ע靸ג䐂׼־ր社会׽׻Ⱘ哅䎎侇עو٭ٜءٝٚؠ
⹦מ社会氳鐐갭の鉮婊י׋յ◄哅؅鵟כ׵杼䒝のַֹכց׌鲭מ
CSRיַֽמյ仼儖עײ磝׽の⹦ךױ׿׆նג׊ױ׀ך؆磝׽

⩕䇗כ銧2003׾ַי׿؂䇗מ磝笝ג׊CSR㡦⿦会؅╈䑏מ
䫟鶟ֿג׊ױ׀י׊յ◄哅梪㗞ֿ׌ױ׌ױ忁㚺ך╈׾ַי׊⹦
⛮二׾׀ך٤٘بؠؓמؔظ٭مت׽׻י׊㵚מ鐐갭׀׬׳磝׽
㡦⿦ؔطٛلػطتئCSR㡦⿦会؅מյ2022䇗1僖ׂ׬׌כ⯆
会מ䷉磝ג׊ױ׊ն䎎㡦⿦会עյ社Ꝏ؅㡦⿦Ꝏי׊כյ磬ㅀ会閱
նג׊ױ׊כ⯆⛮׾׌泡磵׵כյ◄哅孨Ⳃ׊啶䡗מ؅鬨٭ف٤ْ

ئי׎؂⺬מ僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ցの瓀㲊╈גױ
עն䎎社邮⿁の㛡ׂג׊ױ׊٤؅瓀㲊٘ةلꝎ僿ؔطٛلػطت
碛免׿؂✳י׊כ辐עכ׆׾⭳מ㵼ֿ׌ךַםյ骰の㍑׽の׈
ն㏐杶釨嘗の鐐갭׌ױַי׿׈榫✳מ榫鵍׷⿁僃磙邮םױ׉ױ
禈׊靹春ך㕙ꪫםױ׉ױ׈յ׊⭳鉮婊瓀؅釤מյ姧禈氳י׊㵚מ
׊כ٤٘ةلꝎ僿ؔطٛلػطتئの婊䙫؅و٭ٜءٝٚؠյ׾ׄ
ն׌ױַי׊辐伺י

䍚ׂٛ׽׻כ؅磬ㅀؔطٛلػطتئמֹ׻の׆ յע羜俌ג׊ؠ٤
┩の╈׼־の釐鑁ֿ׌ױ׽ֵ׵յ磬ㅀؔطٛلػطتئֿوشع
の㵧全の䧏禈و٭ٜءٝٚؠյ׽ֵךח┉磬ㅀ䡵樋のםꄆ釐ע
氳氦㷣עמ┘⺎埝ַֹכ׾ֵך䙫䑩؅伺澬׌ױ׽׻מכ׆ג׊מն

2050䇗יׄ⺸מٞحعشؾ٤ٍ٭؜

その┕ךյꝎ 僿 氳 磝׽⹦ם شؾ٤ٍ٭؜ր2050䇗י׊כײ
ٞحع מ ⺸ ⛼ց؅وشُغ٭ٞגׄ 䡗ג׊ױ׊նրPASSION 

2026ց僿ꝴ╈のGHG Scope1כScope2䪶⭳ꄈ2019ע䇗
奂ך㘃׍׈׷յ2030䇗2019מךױ䇗㵚奂30％ך⯡峎յ2050

䇗עמ䪶⭳ꄈ؅ٞح泘嘅׌ױַי׊כն攐מյ孨䓪憇関鵽◄哅
の靹春䈱ֿ냕ַ׫生孨梪㗞׷㏐杶梪㗞ע⛮յ邮⿁自עיַחמ
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Prosperity
（炘⚡の竳剚）

Planet

People

Product
 P.21  P.23

 P.25

のֿ׌ךյ邮鵰鷨爊ךⰜ榤擻י׊כ䪶⭳׾׿׈CO2ֿ鐐갭׌ךն
◄哅の׾ם׼׈氦㷣עמ յCO2䪶⭳ꄈׄד׾׀ך؅峎׊׼յ־
טײ磝☼׾׌CO2؅㍑⹜・孨榫ג׿׈⭳䪶ח CCUS˥1ׂ׽
ֿ䑒ꯄךյそのעמ״ג╈・Ꝏ僿氳ם䤗软ꝧ氦ֽצ׻錃⤓䤷鞲
ֿ䑒釐׌ױ׽םכն

CCUSמך׌ע ꝧ 氦 ؅ ꝧ 㡎 のךյրPASSION 2026ց׊
GHG䪶⭳ꄈ⯡峎䤷鞲י׊כ銶槆׾ַי׊硜300⧠⫃の╈מ
 նրPASSION׌ױַך؆鱮ײ磝׵ع٤ٚوCCUSの吾証榫ע

2026ց♓꡸2030䇗עמךױյCCUSの儖׷ع٤ٚو自㳃氦꧅
のؙ٭؟ٜؾ鬇䬵؅╈䑏מ硜500⧠⫃յ2022䇗2030׼־䇗
ױַי׊のGHG䪶⭳ꄈ⯡峎䤷鞲؅銶槆⫄⧠800ך稀갮מךױ
GHG⯡峎䤗םյ㲔榫⺎耆״؅釤㲊⺸յ㵧全の䤗软Ⳃמ׼׈ն׌
软ע⺎耆ם꡾׽⯥⠠ימ׊㵵⪌؅鶟׌ױ״ն

˥1  Carbon dioxide Capture, Utilization and Storageの樋ն
⮆ꦕג׊CO2؅⮵榫・鞎襓׾׌כֹ׻׊⹦׽磝ײ

ր3Pٜٓظցؔطٛلػطتئך╈僿銶槆؅
ׂ׌׷׽־⮆

րPASSION 2026ցעךյמؔطٛلػطتئ関鵽׾׌产瓀؅
րؔطٛلػطتئ╈僿銶槆ցַֹכ䎬״כױךյ׼׿׆מ׼׈

の产瓀؅PlanetյProductյPeopleの3חのמ丝杼・⮆걉
ג׊の3P؅䫑榫׆ն׌ױַי׊辐⪛׊榫✳ց؅ٜظր3Pٓג׊
斤ַעյُ 関鵽の产ؔطٛلػطتئגׄט⺸亠ךؔطٛؓٛط
瓀؅յ社⿦٭رٌٜؠ٭طتג׊כ״׋ע؅ の氵׽׻מױ׈⮆
׽ֵמכ׆׾׎׈寀鵀מٜف٭ٞءյךכ׆׌炐ך䎬ַ׌׷׽־
׾׌㲔行מ牊产瓀؅浓㲔⺨ג䫴ׅךցٜظյր3Pٓי׊նそ׌ױ
社会の竳剚׍׼םײのو٭ٜء䎎社ה؂ם׌泘のPյח4ךכ׆

Prosperity؅泘䧗׌ױ׊ն
Planetעր梪㗞ցמ関׾׌产瓀׌ךն⯥鳭の2050䇗٤ٍ٭؜

⛮⪮յGHG Scope3のיⱶֻמײ磝׽⹦גׄ⺸מٞحعشؾ
氳ם⯡峎銶槆؅瓀㲊׊յ2024䇗ךױのSBT˥2鏀㲊؅泘嘅׊כ
冪⮆؛ٛػبמյ2022䇗עיַחמյTCFDのꝧ炐גױն׌ױ
梪㗞╈僿銶ךױ׿׆ն׌ױ؅行ַ❪の㲊ꄈ鍐عؠقյそのؕ٤כ
槆י׊כ⹦׽磝؆גַךꯁ泘׵泘嘅⡁؅釤泡׊禆禈י׊⹦׽磝
ն׌ױײ  P.21

Productעյ⺨邮⿁تل٭ئ׷の自抅梪㗞・生孨梪㗞׫の
靹春䈱؅PSAPortfolio Sustainability Assessmentب
のPSA靹春邮ך┕ג׊ء٤ؼ٭ٛؠتמ㲘鈝氳׊⪋؅㵵ّطت
⿁の㚞┕냕奂曍の⺸┕泘嘅ؿِؤؙ٭ٖٚ؞٭ئ׷ ٭ の䫟鶟յ
ն攐׌ך产瓀׾׌関מյր邮⿁ցלם┕⺸鐧鷼のؔطٛلػطتئ
յؕ׍׼םײ哅鼧の◄עյPSAמ ء٤؞٭٠عشؾ٤٘ب٭يؿ
׷䬠勅׾䑴ֻמ3˥ث٭ؼعشյ걘㲘のؓ٤ْךの鵽䯥כ٭ذ٤ج
榫鵍ꝧ氦׵מ孨榫כ׾׀ך縒ֻ׌ױַיն  P.23մ

PeopleעյⲐ⥸㱦⪒・保㱦ꡔ愤の䍚⴫յ䧪䡵׌➢؅겧㎻の
ꃘ䡗յطب٭فؕر ؔؕ٤٘ة٭ٜؠ٤の䫟鶟յםٜف٭ٞء
人免罫䡗⯆䈱の䦡⩗յ社会靹春孨Ⳃלםյ䇶ַ䙫⽏ךのր人免ց
מյ2022䇗עי׊関מն保㱦ꡔ愤׌ױ׊产瓀ֿ鎉䎎׾׌関鵽מ
ف٭ٞء״人免؅꥗גꝎׄמの鷞ㅀع٤ٚو⴫㰢ךٜف٭ٞء
وյ⴫㰢׊؅二錃ّ٭ز泃削ع٤ْةؾُؔطن٭جتجٞوٜ
ַי׊㱦⪒泃削؅䍚⴫ג׊כ؅㵚霄ع٤ٚو孨䓪憇צ׻ֽع٤ٚ
ءه٘ة畘杼绷のך釱憠םٜف٭ٞءյעיַחמն人免׌ױ׀
⴫׾յ人免の釤ֻ׊⩗؅䦡ت٭يذ٭ظ人免ג׊⺬؅丝غ٭ٝ
؅鶟׌ױ״նその┕ךյ国内外の社⿦の鸵免鸵䢥ךの氧榫؅㍲
人םյ㛡喋ךכ׆׾׎؂⺬ײ؅磝ّطتب⟢溿םⲖ冽氳ח־յ׽
免ֿ孨驱׾׀ך磝笝の啶疣؅泘䧗׌ױ׊նםױ׉ױ׈縒ֻ亠׷
٭ٜتؠؕٝهןյ䓙؂ף׿׌䄐◫ֿؓظؕؓ ֿ生׾׿ױ⺎耆
䓪ֿ냕׽ױյ䧪䡵׾׌겧㎻ט ն׌ױַי縒ֻכ׾ֿםח׵מׂ׽

  P.25
˥2   SBTScience Based Targetsնٛق⶜ 㲊 ֿ 㲊 姡׾״ 嶖 丝כ յג׊⺬

5䇗15֐䇗⩝؅泘嘅䇗י׊כ♿哅ֿ錃㲊׾׌峪㲜Ⲗ冽ت؝䪶⭳⯡峎泘嘅ն
釐姲յ꧎釐նם弍㏇氳ַםַי׿־ט妳עגױյַםַי׿׈ג嵹דױ  3˥

מ׵ככױ׈の氵٭رٌٜؠ٭طت

生孨喋式׷❫⡁鈝の㚺⴫յそ؅ٞحعشؾ٤ٍ٭؜י׊泘䧗
٭յ◄哅َעמ׾䡗Ꝏ؅鷈ׅם䧏禈氳ֿو٭ٜءٝٚؠמ♏侇׌
׾׌؅㲔杯׿׆յ׽䑒釐ֵֿ׾禈ׄ׊鶟⴫׊؅냕䈱⴫؛ؚٛنع
社⿦┉人׽כץのُؕ׎ױ׽םףנ־ַי׊ة٤ؘز׵غ٤؆ն
ؓؤのײ磝׽⹦׾׌㵚מؔطٛلػطتئのהגそֿ熖׆׿׆
ն׌ױ׽ֵ׵ך⮆鼧ם

٭رٌٜؠ٭طت׷յ梪㗞㚺⴫؆؀ה׵ の氵׼־ױ׈の釐鑁
の㚺⴫י׎؂⺬מ銶槆ע鸵㲏⟣塜׵׀׬ַׂי׊؅のכ縒ֻי
ؠ٭طتג׊כ״׋ע؅ױ׈յ株╚・䤷鞲㳃の氵׵ն☪䏲׌ױַ
٭رٌٜ の氵כױ׈のؙ؅ع٤ْة٭أ٤岐״յ熖הגの孨Ⳃ
ַי׎׈何⹚כ׽־ז׊מ 䢥ׂ㰆׌ךն

❫⡁Ⱘ鵰䡵樋
熖たהの䧪䡵Ζմ嚀⚡とי׊のؔطٛلػطتئ
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ӳ 梪㗞靷蕔⛥峎׫の禆禈氳ם⹦׽磝ײ
ӳ のGHG䪶⭳ꄈの⯡峎׼־٤٭ؘزؕٚوئ
ӳ 国꤀氳ؕ׫هؔطؓبؼの⹆槆؅鵟ג׋社会כの鐧⽰Planet

梪㗞מ鿥䜡׊たٓטؿ の縒ֻ亠׫ׂ׽
յ⛥憇碛⛥梪י׊כ٭؜٭碛免╈ꝴ免ْעو٭ٜءٝٚؠ

㗞靷蕔社会の啶疣מ䑒釐ם碛免╈ꝴ免؅┩の╈מ䬠❠׊յױ

כ命✳ֿכ׆׾׌邮鵰ך梪㗞靷蕔ַ⛥ׄד׾׀ך؅׼׿յそג

縒ֻ׌ױַיնג׊ֹ׆縒ֻ亠のכ׵յ٭ٞءעو٭ٜءٝٚؠ

טؿٓםٜف յ㏐杶峪倉⴫㵚瓀の䫟鶟յ⴫㰢擻韬のי׋؅鵟ׂ׽

䪶⭳䤰⯆յ鞲嶎の僗Ⲗ⮵榫לםの梪㗞䷉ャמ禆禈י׊⹦׽磝؆

ն׌ױַך

ײ磝׽のGHG䪶⭳ꄈ（Scope3）⯡峎の⹦׼־٤٭ؘزؕٚوئ
Scope3のGHG䪶⭳ꄈעյ杯㏇そのֿל؆כ׮国内のײの

畀㲊׌ױַיזםכն2023䇗מךױ畀㲊㵚霄و٭ٜء؅⪒⛮

յScope3䪶⭳ꄈの2/3؅״냕׵畀㲊瞿䈱מ侇⺱כ׾׌䦡㛻מ

ⶭ٭ٛإط؜׾״ ؅攐㲊׌ױ׊նגױյ⹦䌕⩝כの㵚鎇؅岐״յ

ն׌ױ׊のScope3の⯡峎泘嘅؅錃㲊ך⛮⪑٤٭ؘزؕٚوئ

Scope1ֽ2צ׻յמצ׼םScope3のGHG䪶⭳ꄈ⯡峎泘嘅

ն׌ױ׊յSBTの鏀㲊⹦䐂؅泘䧗עיַחמ

梪㗞ُّطتبع٤ْةؾ
յ梪㗞״梪㗞㓹儖亠ꄠց؅㲊و٭ٜءٝٚؠրעو٭ٜءٝٚؠ

保⪒孨Ⳃמ⹦׽磝؆׽ֽךյրو٭ٜءٝٚؠ梪㗞孨Ⳃُْةؾ

ؕئ儖社ꝴのPDCAכյ⺨◄哅䢥関➟会社׀ט㓹מ釨⯞ցع٤

ءٝٚؠյגױն׌ױַיזャ؅㍲䷉ם禆禈氳ךכ׆׌؅㍑ٜؠ

յISO14001鏀証؅⹦עיַֽמ哅䢥・関➟会社◄⺨و٭ٜ

䐂׊յ禆禈י׊鷞榫׌ױַי׊ն

1◄哅孨Ⳃ؅行ֹמ䎎׽גյ梪㗞מ僃㛻꡾鿥䜡׾׌ն

2姧禈䓪のֵ׾梪㗞䷉ャ孨Ⳃ؅行ֹն

3梪㗞䷉ャמ靹春׾׌䤗软յよ⿁のꝧ氦؅行ֹն

梪㗞ت٤ُ٭ؚنق

孨Ⳃꯁ泘 2021䇗䈱泘嘅 䡗冽

㏐杶峪倉⴫
ꡔ塛

国内GHG䪶⭳ꄈ⯡峎㵚瓀ꄈմ㵚⯥䇗奂13ⶉ٤ع-CO2♓┕
GHG䪶⭳⸉ⶡ⛣䧗丗˥1մ㵚⯥䇗奂1%♓┕の⺸┕

宾外ؙ٭؟ٜؾ⸉ⶡ⛣䧗丗մմ㵚⯥䇗奂1%♓┕の⺸┕

国内㵚⯥䇗奂30ⶉ٤ع-CO2のGHG䪶⭳ꄈ⯡峎㵚瓀؅㲔产׊
նג׊ױ
GHG䪶⭳⸉ⶡ⛣䧗丗ע㵚⯥䇗奂7.7％⺸┕ג׊ױ׊ն

宾外ؙ٭؟ٜؾ⸉ⶡ⛣䧗丗ע㵚⯥䇗奂ӣ0.3％ג׊ךն

姡鞲嶎の
僗Ⲗ⮵榫

国内⪮⛮氳ם丗⡁泘嘅ע錃ׄ׎ױַי؆ն
宾外姡宾姡ꢜ ׂ⸉ⶡ⛣䧗丗 㵚⯥䇗奂1%♓┕の⺸┕

国内僗Ⲗ⮵榫מⲃ״յ姡✳榫ꄈの㲊ꄈ畘杼؅㲔产ג׊ױ׊ն
宾外姡宾姡ꢜ ׂ⸉ⶡ⛣䧗丗ע㵚⯥䇗奂9.5％⺸┕ג׊ױ׊ն

⴫㰢擻韬の
䪶⭳畘杼

国内仼⴫⶜PRTR擻韬˥2䪶⭳ꄈմ
2016䇗䈱㲔竮⡁957٤ع儔嵹

宾外⪮⛮氳ם丗⡁泘嘅ע錃ׄ׎ױַי؆ն

国内仼⴫⶜PRTR擻韬䪶⭳ꄈג׊ך٤ع985עն
宾外そ׿ב׿の国・㏐㓊׾ֽׄמ⴫㰢擻韬䪶⭳釨⯆؅鹖㱤׊յ

㲊ꄈ畘杼؅㲔产ג׊ױ׊ն

䉬厏擻の
僗Ⲗ⮵榫

国内䉬厏擻氦生ꄈ⯡峎㵚瓀ꄈ
2016䇗䈱氦生ꄈの1%注䎎⮆900٤ع♓┕
㒪玮⭚⮆ꄈ 2016䇗䈱㲔竮⡁251٤ع儔嵹

宾外⪮⛮氳ם丗⡁泘嘅ע錃ׄ׎ױַי؆ն

国内4,934٤عの䉬厏擻⯡峎㵚瓀؅㲔产ג׊ױ׊ն
㒪玮⭚⮆ꄈג׊ך٤ع655עն

宾外そ׿ב׿の国・㏐㓊׾ֽׄמ法氳釐姲◄ꯁ؅鹖㱤׊յ㲊ꄈ畘
杼؅㲔产ג׊ױ׊ն

梪㗞会銶 ˓ 梪㗞保⪒מ関׾׌䤷鞲갮2,080氬┒⫃2020䇗䈱2,084氬┒⫃
梪㗞保⪒מ関׾׌鞝榫2,821氬┒⫃2020䇗䈱2,609氬┒⫃

˥1  ⸉ⶡ⛣䧗丗:䬵畀生榤ꄈ梪㗞靷蕔ך畀⭳׾׿׈յ2016䇗䈱㲔竮؅100ג׊כ䧗丗
䬵畀生榤ꄈ:㓹嶖䇗の⺨邮⿁の梪㗞靷蕔⸉ⶡ⛣מ⩕؅婊㲊ג׊䬵畀➟丗؅榫ַי⺨邮⿁の生榤ꄈ؅㓹嶖邮⿁の生榤ꄈי׊כ䬵畀׵ג׊の

˥2  仼⴫⶜PRTR擻韬:⴫㰢擻韬畘杼➢鶟法PRTR法㵚霄擻韬ֽצ׻仼⴫⶜仼儖⴫㰢䄄哅⶜会の自╚畘杼擻韬

梪㗞㓹儖亠ꄠ

鎋碷עյ┖鋗ؘؗئه նַ׈ד؅ׇ鈋ׂعؕ
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/Scope1_2

րGHG䪶⭳ꄈScope3ցעיַחמյ┖鋗ؘؗئه ؅ׇ鈋ׂعؕ նַ׈ד
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/Scope3

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/Scope1_2
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/Scope3
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TCFD提言に基づく情報開示
クラレグループは気候変動対策を取り組むべき重要課題の一

つとして捉え、2020年11月に気候関連財務情報開示タスク

フォース（TCFD）※3提言に賛同しました。また2022年を起点

とするサステナビリティ中期計画では、気候変動の緩和策として、

GHGの排出量削減と省エネルギーの促進、自然環境の向上に

貢献する製品の拡大、サーキュラーエコノミーへの対応などを

掲げました。これらの施策を着実に実行するとともに、TCFD

が推奨するガバナンス、シナリオ分析に基づく戦略、リスク管理、

指標と目標に基づく開示も段階的に充実していきます。

※3  金融安定理事会（FSB）により、気候関連の情報開示および金融機関の対応をどのように行うかを検討するために設立された「気候関連財務情報開示タスクフォース（Task 
Force on Climate-related Financial Disclosures）」。

◆ ガバナンス
クラレグループでは、社長を委員長とするサステナビリティ委員会
がサステナビリティ活動を推進します。この委員会の傘下には、サス
テナビリティ中期計画で掲げたグローバル施策を実行するプロジェ
クトチームを配置し、各プロジェクトを推進します。また、気候変動
に資する施策の進捗状況を確認した上で、TCFDに基づく開示を進
める「TCFD推進プロジェクトチーム」も傘下に設置し、開示の充実
を図ります。
サステナビリティ委員会での討議事項は取締役会に報告し、取締
役会の意見をサステナビリティ活動の推進に反映します。

◆ リスク管理
クラレグループでは、気候変動の緩和と適応の両側面についてリ
スク管理を実施しています。GHG排出量削減や自然環境向上への
貢献製品の拡大等の気候変動の緩和策は、主としてサステナビリティ
委員会がその進捗を管理し、脱炭素社会への移行リスクの低減を進
めます。
一方、気候変動への適応策については災害対策・事業継続性の
強化に向けて、各組織が毎年リスク自己評価を実施しています。そ
の評価結果をリスク・コンプライアンス委員会（委員長：サステナビリ
ティ推進本部担当取締役）で討議し、対策が必要な場合は社長が経
営リスクとして特定し責任者を指名し対策を進めています。

◆ 戦略
低炭素社会への移行において生じる事象、および気候変動により
発生する物理的な事象に対するクラレグループのリスクと機会を選
定しました。
低炭素社会へ移行する場合のリスクとして、炭素税の負担の増加
やプラスチック製品使用量の減少等が挙げられます。これらのリス
クを低減するため、自社のみならず取引先と共創しGHG排出量の
削減に取り組むほか、サーキュラーエコノミーに資する製品・技術
開発を進めます。さらに、顧客の製品や最終製品が製造・流通・消
費される過程でのGHG排出量の削減やプラスチック製品の使用量
削減を機会と捉え、自然環境向上に貢献する製品や技術の創出およ
び拡販を強化します。
また、気候変動による激甚災害への対策を進め事業継続に向けた
備えを行うとともに、災害対策や水や食物資源確保に貢献する製品
を通じて気候変動に強靭な社会の実現を目指します。今後は気候変
動シナリオを特定しリスクと機会の分析を深化し、同時にクラレグルー
プへの影響評価を進めていきます。

◆ 指標と目標
気候変動緩和の長期目標として、2030年に自社でのGHG排出量

（Scope1と2）を2019年比30％削減、2050年にカーボンネット
ゼロを掲げました。また、サステナビリティ中期計画では気候変動に
関わるGHG排出量削減および自然環境貢献製品の売上高比率向
上目標を下表の通り設定しています。

「クラレグループの気候変動によるリスクと機会」については、下記ウェブサイトをご覧ください。 
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/prevention_of_global_warming

サステナビリティ中期計画の気候変動に関わる施策と目標
　　 ベンチマーク 2024年度 2026年度 2027年度以降

GHG排出量

Scope1＋2
2019年度： 
3.2百万トン 2019年度比、排出量を増やさない

・ 2030年度：2019年度比
30％削減
・ 2050年度：カーボン
ネットゼロ

Scope3
2019年度： 
0.9百万トン 
（国内のみ）

・ グループ全体を対象とし、2/3以上 
を占める排出源を特定する
・ 2023年度に、2024年度・2026年度の 
削減数値目標を策定する

自然環境・生活環境貢献製品売上高比率
（うち、自然環境貢献製品）

2020年度：
46% 
（16%）

55% 
（23%）

60% 
（27%）

Planet

Product

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➀　機会としてのサステナビリティ

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/prevention_of_global_warming
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ؿِؤؙ٭ٖٚ؞٭ئ ײ磝׽の⹦׫٭
յי׊כ哅♿׾׌؅㷣ꝧ⿁⴫溍榺全⸉乢の邮עو٭ٜءٝٚؠ

ؿِؤؙ٭ٖٚ؞٭ئ ױ׀ַך؆磝׽յ⹦׊כの燯行؅鐐갭׫٭

⥸⶜׵כ٤٭ؘزؕٚوئע╈նրPASSION 2026ցの僿ꝴ׌

䉬厏ꄈのג׊؅鵟ٜؠؕئنؕٚכյ⴫溍⸉乢の✳榫ꄈ⯡峎י׊

⯡峎؅泘䧗׌ױ׊ն

舅抅梪㗞٬榟孨梪㗞靹春邮⿁
րPASSION 2026ցעךյ⺨◄哅鼧ֽو٭ٜءצ׻会社յם

ր自抅梪㗞の⺸┕ց׾ֵךؔطٛؓٛطُע溿狒・ꝧ氦儖鼧מצ׼

鱮׽沸מ哅銶槆◄䤗软؅׷⿁邮׾׌靹春מր生孨梪㗞の⺸┕ցכ

նג׊ױײ

⺸յ自抅梪㗞・生孨梪㗞靹春邮⿁のמت٭يの◄哅銶槆؅׆

┕泘嘅؅瓀㲊׽גֵמ׾׌յ㲘鈝䓪כ鵀伺䓪״ג׾ׅ┕؅PSA

؅㵵⪌י׊յג׊ױ׊؅ء٤ؼ٭ٛؠتնء٤ؼ٭ٛؠت磵冽מ

㓹׀טյ냕ؓؤتの邮⿁و٭ٜءٝٚؠ؅の自抅梪㗞・生孨梪㗞

靹春邮⿁׊כյその㚞┕냕奂曍؅2020䇗の46%2024׼־䇗

նג׊ױ׊泘嘅؅錃㲊׾׌┕⺸מ60%ע55%յ2026䇗ע

邮⿁׻מるُ׫ؔطٛؓٛطの⹦׽磝ײ
人の״גր┩の׾䫴ׅמع٤ْع٭طت哅♿עو٭ٜءٝٚؠ

ַֹכց׾׷؅כ׆ַם׿׷のכץյ他人״ג յכ׵٤の٘بشِ

ր自抅梪㗞の⺸┕ց׷ր生孨梪㗞の⺸┕ցמ靹春׾׌◄哅؅㷣ꝧ

طٛؓٛطのُو٭ٜءٝٚؠյי׊ ؔꄆ釐鐐갭の鉮婊מ⹦׽

磝؆ג׊ױ׀ךն☪䏲׵䧏禈⺎耆ם社会の㲔杯יׄ⺸מյ斻自

䓪の냕ַ䤗软כ邮⿁׾׻מ靹春מ⹦׽磝؆׌ױ׀ַךն

❆◄ループの自抅梪㗞・生孨梪㗞靹春邮⿁のءٝٚؠ 生孨梪㗞の向┕

自抅梪㗞の向┕

ؓスيスト♏僀

塮熭⵳כ䖱縖の靷蕔鬭減

鵟⟓の냕鵭化

EVの鬭量化

姡・大妳の孶化 物孱の靷蕔⛥減/
ロス削減غーن

ロンؼل

塮熭免乢

尓俘َُٛ ーؔنル ռّؠيスذーս

  縨掂䓪َٛؓ 嘻耏غِ
ռؘةネスذս

孨䓪憇
╈狜硇腑   EVOH嘻耏

ռエفールս
ス榺来ُ؛ؕف  
の؝スؓٛف
نؔ ルّ
ռPLANTICս

ّإス榺来の尓敯ُ؛ؕف
  َ ٛエスطル
ռエؤトーؠս˥1  

  ٛ ースيル⸉乢ؠؕئ
の☔䄄汷ꪵռٛٚؠーؿս

ٛ・؛ؕف ル⸉乢ؠؕئ

セْント䋦免の
縨╦䓪を向┕、
Ꝏ㵜⽜化に靹春 냕⼽嫧攐䓪を備ֻ

鵟⟓の냕鵭化に靹春

媩殴侇ꝴの湾竊

괏⿁ⴍ免כして
ր㳊㉺の鬭量化ց
ր괏⿁のꝎ僿⟊
㰆ցに靹春

Product
ӳ  PSAの㵵⪌׽׻מյ自抅梪㗞・生孨梪㗞׫の

靹春䈱鍐❫の㲔产

ӳ  ؔطٛلػطتئ鐧鷼の䫟鶟מ┕٤٭ؘزؕٚوئ׾׻מ
⽰社会氳䏅ꮶの稷׾ֽׄ

鎋碷עյ┖鋗ؘؗئه նַ׈ד؅ׇ鈋ׂعؕ
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa_product

րPSAցעיַחמյ┖鋗ؘؗئه նַ׈ד؅ׇ鈋ׂعؕ
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa

˥1  CO2⯡峎Ⲗ冽の냕ַ邮法ג׿׼⛼ך邮⿁׷յ生孨・⛼哅梪㗞の䷉ャמ䏔玮ח邮⿁׾׿׼ׄחמ
燡⺲غ٤ٚه

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa_product
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa
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製品安全・化学物質管理
製品の安全を確実なものとするため、クラレグループの各事

業部は、新製品の開発や変更管理を行う際にリスクアセスメント

手法を用いた評価と改善を実施し、製品安全の確保および保証

を行っています。加えて、体内へ摂取されるもの、ナノマテリア

ルを使用するものなど、特に安全性の検証を要する製品および

開発品に対しては、サステナビリティ推進本部を中心とした審議

委員会を組織し、その安全性を確認しています。

化学物質管理においては、社内データベースに登録した原材

料や製品等の含有化学物質情報と、法令・化学物質の安全性情

報等の外部データベースを連携させることにより、関連する法

規情報や危険有害性情報の取得、SDS（安全データシート）等

の作成ができる仕組みを整備しています。また、事業部単位で

化学物質管理の責任者、実務担当者を指名し、責任者・担当者

を起点に社内教育を継続的に実施し、化学物質管理や法令に対

する理解を深めています。さらに、仕向け先の拡大・クラレグルー

プの拠点拡大・各国での法規制の複雑化に対応するため、海外

のグループ会社と連携して各国の法令や規制動向を調査し、共

有することで、クラレグループ全体での的確な化学物質管理を

目指しています。

国内体制
の整備

2022年度 2023年度 2024年度 以降

海外体制
の整備

アンケー
ト頻度

グローバ
ル体制

継
続
実
施

国内事業部・グループ会社所管の取引先へプログラムを拡張

アンケート実施体制の整備 海外グループ会社所管の取引先へのプログラム試行

アンケート結果を検証し、 
アンケート頻度を決定

グローバルでプログラム 
実行体制を確立

サステナビリティ調達の推進
クラレグループはサプライチェーン・マネジメントに対する社

会的要請の高まりを受け、2019年にCSR調達方針を刷新し、

国内の一部の取引先から、この方針の遵守にともに取り組んで

いただくよう要請を開始しました。「PASSION 2026」期間中

に、この活動対象を、海外を含むグループ全体の購買額の80％

（原材料・副資材・製品については購買額の90％）をカバーす

る取引先に拡大します。

品質マネジメント
クラレグループのこだわる品質は、クラレグループの使命であ

る「世のため人のため、他人（ひと）のやれないことをやる」の実

現に根差しています。

私たちが提供する商品・サービスは、お客様にその価値を評

価され、受容されてはじめて世の中の役に立つことができる、

すなわちクラレの考える品質とは「顧客満足」であることを明確

にしています。また、顧客満足を実現し、社会に貢献する製品や

サービスを提供するためには、製品やサービスの性能・品質の

追求だけでなく、安全・環境影響・サステナブルなど、複数の観

点での配慮が重要であると考えています。

このような点から、生産・開発といったモノづくりだけでなく、

販売・物流・保管・バリューチェーン等を含め、総合的に品質マ

ネジメントを行うことが重要であり、「全員参加」による取り組み

を進めています。

クラレグループグローバル品質方針

安全で信頼でき、高い品質の商品・サービスの提供を 
通じて、社会に貢献することを目指します。

私たちは、サステナブルな社会の実現のために、安全で質が高い
商品・サービスを責任と誇りをもって提供し、自然環境・生活環
境の向上に寄与することを約束します。
そのために、一人ひとりが法令および社会の要請やお客様の要望
を理解し、お客様にとっての価値の創造を追求して顧客満足を高
められるよう、継続的に改善活動を行います。

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➀　機会としてのサステナビリティ
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㱦⪒מ㵚׌る縒ֻ亠
כの灄י׬׌עյր㱦⪒ցיַֽמの◄哅孨Ⳃو٭ٜءٝٚؠ

׼׆愤㲹ֿ颯׷䷚◄会社յ׾ׄ⥸י׊նր㱦䑏׌ך♭祀㵚兢׾ם

յ׵מ״ג׾׌յ邮⿁の㱦㲊❠礡؅禴䧏ע会社ցの㲔杯ם⪑㱦ַם

社会׼־信갔׿׈禈ׄ׵מ״ג׾䑒釐םꄆ釐כُ٭ط銧ֻ׌ױն

そֹג׊縒ֻのכ׵յעو٭ٜءٝٚؠ㱦⪒のُتبع٤ْةؾ

ն社⿦の㱦׌ױַיז孨Ⳃ؅行םױ׉ױ׈յ׊؅啶疣・鷞榫ّط

⪒䙫閁؅냕״յ㱦⪒行Ⳃ・澬鏀ך┕׾׌؅◄☼؅のր䎎׽ג⯥ց

のי׊ככ׆㲊浓מ״ג׾׎׈յםױ׉ױ׈⹦׽磝؅ײ䫟鶟י׊

ն׌ױַ

⺨杯㕙עךյٛ ⥸保㱦ꡔ愤・Ⲑי׊孨Ⳃ؅鵟ع٤ْتجؓؠت

㱦⪒ٛ؅ؠت氦釤׊յ錃⤓の儖韬氳ם㱦⪒㵚瓀؅鶟״յその氦

生ꡔ塛؅㍲׌ױַיזնגױ┒ֿ┉յ◄䷚・愤㲹ֿ氦生ג׊㕙⺬

の鋌穒յ◄䷚の◄❆・䷷鋌״ג׾䤰ֻמյ逇㲹؅僃㵸꡾ֻ⤓מ

ⲃמ氦ꡔ塛⫋׽׻מלם㵚瓀の姡䇖㷣ꝧ׷の䗯㕔⪦僗⴫לם

ն׌ױַי״

㱦⪒孨Ⳃُع٤ْةؾ
ր㱦⪒孨Ⳃُع٤ْةؾ釨⯞ցמ㓹׀טյ䇗䈱ׇמכ銶槆؅玮

յ社Ꝏעמն⪮⛮氳׌ױַך؆磝׽⹦מ⪑յ保㱦ꡔ愤・Ⲑ⥸㱦י

յ䎎䇗䈱の㱦⪒孨Ⳃך㱦⪒䫟鶟会閱׾׌䥵䎎䏔⿦ֿ⭳䅪צ׻ֽ

㲔竮の稀䦮鍐❫כ域䇗䈱の孨Ⳃ亠ꄠ瓀㲊؅行ַյその亠ꄠ؅⺨

◄哅䢥・鼧糓の孨Ⳃ銶槆מ⹚何׎׈յ㲔行׌ױַי׊ն銶槆玮

勅כ孨Ⳃの敯媲յ䡗冽עיַחמյ国内و٭ٜءの⺨生榤◄哅

䢥の杯㕙עמ㱦⪒䥵䎎䏔⿦׳⻠؅儖社㱦⪒ֿنشذت䇗2㍑鋼

ゖי׊吾証؅行ַյ宾外עמو٭ٜءյ3䇗1מ㍑؅泘鵍מ儖社

の吾証ך1ն杯㕙˥׌ױַיז澬鏀؅行י׊杯㏐؅鋼ゖֿنشذت

㲔竮の稀䦮מכ׵؅לםその䇗の㱦⪒䡗竮׷鐐갭ג׿׼䐂׼־

鍐❫؅行ַյ綇䇗の⪒社の亠ꄠ瓀㲊מ⹚何י׎׈㱦⪒孨Ⳃのُ

ն׌ױַי׊־؅Ⳃّطتبع٤ْةؾ

2021䇗עյ宾外ךو٭ٜءの保㱦◄䷚の氦生׎ױ׽ֵע؆

䷚◄璡の庀孋ت؝٤ٞن׷⷇険擻עךو٭ٜءյ国内ֿג׊ך

ֿ10♭氦生ג׊ױ׊նそのֹהյ؅ٞح泘嘅ג׊כ奂鬳氳㛻׀

鬭ג׊כ؅泘嘅┖♓♭յ3♭3עؠ保㱦◄䷚AյBյCٚ٤ם

䈱の◄勅D1յD2ٚؠ٤ ❆ׇׂ㵼ꄈの⷇険擻庀孋璡7ע♭

保ם׀յ奂鬳氳㛻׀禈׀ն䌕ג׊ױ׽םכ泘嘅儔鷼׵׼הלյכ

㱦◄䷚؅ٞح泘䧗מ׵ככ׌յ鬭䈱の◄勅の氦生⛥峎؅泘䧗׊յ

杯㕙のٛؠت䤧䭂כ㵚瓀؅䫟鶟׌ױ׀ַי׊նגױյ2019䇗מ

ꝧ㡎ג׊宾外⴫㰢מع٤ٚو㵚׾׌㱦⪒泃削؅禆禈מ׵ככ׾׌յ

طن٭ج・تجٞوPSMٜف٭ٞء מג؅二ع٤ْةؾُؔ・

㵵⪌י׊յ宾外⴫㰢ع٤ٚوの◄䷚の⫋氦ꡔ塛؅䐿䈓׊յ泃削מ

يյ保㱦畘杼ٝ״㵚䑴؅鶟יַחמ鐐갭גזםמ־׼伺יז׻

ٜの⺸┕؅㍲׌ױַיזն  P.26

┉亠յⲐ⥸愤㲹♭丗עյ国内3ע䇗鵽禈י׊峎㵼ֿג׊ױ׊յ

宾外עך㛻ׂ׀ 㘃ⱶ׾׌磵冽ג׊ױ׽םכն2021䇗のյٚ ٤

ע愤㲹ؠ յך⛮⪑و٭ٜء⺬銶3♭国内و٭ٜء0♭յ宾外

յ泘嘅儔׊愤㲹2♭氦生ؠ愤㲹1♭յٚ٤ؠٚ٤و٭ٜء

鷼ג׊ױ׽םכն国内עך峎㵼⥝⺸׵׾ֵמののյ鬇⠠לםの

個人の┘榫䙫・扛䙫閁ם行Ⳃ׾׻מ愤㲹ֿ宾外ך㛡ׂ氦生י׊

ך؆磝׽⹦׀禈׀䌕׵מր行Ⳃ㑔愤㲹ցの⛥峎םֹ׻の׆յ׽ֽ

յ׊㛡ׂյր二人䷷罫ցの釤泡׵ն磬꽦の孷ַ⛼哅縖の愤㲹׌ױַ

⩗㲔⴫؅禆禈י׊㍲׌ױ׽ն׼׿׆の鐐갭מ㵚׾׌⹦׽磝؅ײ

澬㲔מ鶟״յ☪䏲׵㱦⪒ך愤㲹のַם绷㕙؅泘䧗י׊⹦׽磝؆

ն׌ױ׀ַך
˥1  2020䇗ֽ2021צ׻䇗עCOVID-19䚉刌䦡㛻ꡔ塛のع٭ٓٛ״ג会閱׾׻מ吾証؅㲔产

ӳ  ր㱦䑏׾ׄ⥸י׊会社յ◄䷚׷愤㲹ֿ颯ַם׼׆㱦⪒ם会社ց
  の㲔杯؅泘䧗ג׊㱦⪒孨Ⳃُع٤ْةؾの䫟鶟

ӳ  طؔب٭فؕر ؠ٤ٜؕ& ׀生ֿ׽כץ人┉יַט㓹מ٤٘ة٭
生י׊כ׀䧪䡵׊յؕ ب٘٭يؿ ٤؅域չמ生׌⭳ײ会社ט ׂ׽

ӳ  ٜف٭ٞء人免罫䡗⯆䈱の䦡⩗׾׻מյ社⿦כ会社の
䡗Ꝏ׫の䑒釐׷ٜ؞تם耆ⱱのꝧ氦

People
鎋碷עյ┖鋗ؘؗئه նַ׈ד؅ׇ鈋ׂعؕ
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/occupational_
safety_process_safety

㱦⪒に꞊׾׌车動⸉⯞ 㱦⪒に꞊׾׌车動亠ꄠ
（2022年䈱）

ր㱦⪒י׬׌עの灄ց
1）ր㱦⪒瑬┉、生産（䄄◄、ꝧ発）瑬◅ցを䐿䈓כ׆׾׌
2）车動前のր⷇ꣅ予湳ցכ车動前䏲のր澬鏀ցを䐿䈓כ׆׾׌
כ׆׾׌して车動כりֿ㱦⪒をր自⮆◄ցכץ☔┉（3

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/occupational_safety_process_safety
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/occupational_safety_process_safety
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※2  当社独自の指標による保安事故の分類：重い方からA > B > C > D1 > D2 の5ランク
※3  当社独自の指標による労働災害の分類：重い方から A > B > C > D の4ランク
※4  全労働災害度数率：不休業災害も含めた労働災害の労働時間百万時間当たりの発生件数を表す

2021年度 2022年度 2026年度

評価基準 実績 目標 中期目標

保安防災
A、B、Cランク事故※2 3件 0件 0件（保安トラブル含む）

D1、D2ランク事故※2 7件 3件以下 3件以下

労働安全
A､Bランク労働災害※3 3件 0件 0件

全労働災害度数率※4 2.89 2.0以下 1.3以下

活動項目
2021年度

2022年度活動項目
目標 実績 評価

保安防災 
労働安全

現場の安全確保
のための「危険
予知」の徹底

「危険予知」と「確認」の浸透、定着を図った結果、労働災害や保安事故の防止に一定
の効果が発揮できていると考えている。ただし、浸透、定着の度合いは各組織により、
また個々人により差があり、危険予知不足･確認不足が原因の事故災害も依然とし
て発生している。今後も、安全の基本行動を全員があらゆる場面で実施できること
を目指して継続的な取り組みが必要。

○

・ 現場の安全を確保するため
の、安全の基本行動の 
徹底

・ 現場の安全レベル向上の 
ための、現場作業の 
実態把握とソフト・ハード 
両面からの改善

・ 保安防災上の潜在リスクの 
発掘と対策検討、 
顕在リスクの極小化対策の 
実施

・ 工事・保全作業の 
安全確保

・ 海外化学プラントの 
保安管理レベルの把握

現場作業の実態
把握と改善、作
業標準書の見直
しと活用

現場作業の把握と作業標準書との照らし合わせを計画的に進め、作業標準書の見
直しを図った。また、5Sや現場で気付いたことを共有する活動等ともあわせて、上
司と部下のコミュニケーション活性化にもつながった。見直した作業標準書をさら
に現場で活用し、現場の変化や作業者の意見をタイムリーに反映できるように今後
も継続的に取り組む。

○

保安防災上の潜
在リスク発掘と
顕在リスクの極
小化対策の実施

非定常状態の視点でのリスク抽出に継続的に取り組んでいる。これまで想定できて
いなかった潜在リスクを一つひとつ明らかにしながら、引き続きリスク抽出と評価、
対策検討の活動を継続していく必要がある。

△

工事・保全作業
における安全
確保

工事･保全作業に係るシステムや規定を見直し、安全な場を提供するための事前の
安全措置、現場・現物による三者立会い確認、工事・保全作業者への適切な情報伝
達などの実施を徹底した。また、セーフティサポーター制度（技術部門ＯＢによる現
場指導、助言）も活用し、必要な安全措置の徹底に取り組んでいる。引き続きこれら
を確実に運用し、工事･保全作業の安全確保を図る。

○

海外化学プラン
トの保安リスク
把握と対策

海外化学プラントに対する安全監査の結果などから得られた課題について、各生
産拠点に応じた保安管理システムの構築・改善を図るとともに、リスクアセスメン
トによる潜在的な危険源の特定と従業員への周知、対策の実施を図っている。
今後、プロセス・セーフティ・マネジメントの社内専門家チームによる各拠点の監
査を予定している。このチームの横串的な監査により、各拠点の保安管理レベルの
把握とその対策の推進を強化していく。

○

保安防災・労働安全の重点活動項目 評価（〇：達成 ／△：さらに取り組みが必要／×：未達）

保安防災・労働安全の数値目標と実績

海外化学プラントに対する安全監査
海外グループの安全と安定操業を確実なものとするため、2019年から海外化学プラントに対する安全監査を継続しており、
保安リスクの把握と安全対策の見直し・強化を図っています。2021年は、実地で米国2工場、リモートで米国1工場とアジア1

工場の安全監査を実施しました。2021年の監査では、前年度に抽出された課題への対応状況の確認を行うとともに、新たな
課題（事故トラブル事例の原因究明の深掘り、安全対策完了までの進捗管理など）が抽出できました。また、2022年からはこ
れまでの国内メンバーによる監査に加えて、プロセス・セーフティ・マネジメントのグローバルな社内専門家チームを編成し海
外化学プラントの監査を計画しています。このチームの横串的な監査により、各拠点の保安管理レベルの把握とその対策の推
進を強化していきます。

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➀　機会としてのサステナビリティ
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طب٭فؕر ؔؕ׫٤٘ة٭ٜؠ٤の⹦׽磝ײ
طب٭فؕرյעךو٭ٜءٝٚؠ ؔؕ٤٘ة٭ٜؠ٤の泘

氳㏐؅ր㛡喋ם社⿦┉人ֿ׽כץ生׀生׀⥸כ׀յ㜊䷴؅䔤׍׿

٤؅域չ生٘ب٭يؿؕ׼ֿם׊㵚䑴מ㚺⴫ךכ׆׾׌䧪䡵מ

նג׊ױ״㲊כ会社ց׾ַיյ䡗Ꝏ؅禈ׄ׊⭳ײ

٭ٜءյע╈յրPASSION 2026ցの僿ꝴמ״גの㲔杯の׆

յꝎ僿釱憠ך┕ג׊⤓؅丝ذ٭ظ人◄㓹泅・人免ג׊鞉┉ךو

ն׌ױ׊人◄产瓀؅㲔产׾׌鶟➢㛡喋䓪؅כ人免罫䡗ׂט㓹מ

個人ֿ耆ⱱ؅氦䭙׀ךյח־յ◄哅の䡗Ꝏ؅生ف٭ٞء׌⭳ײ

䷴㜊׊յ⺨人ֿ㛡喋䓪؅㵯ꄆ״鸵免鸵䢥の鿥糋・氧榫؅鶟םٜ

؅䔤׾׌ة٤ٝٔز׍׿磝笝겧㎻؅ꃘ䡗׌ױ׊ն

国内עךյ╈劬人免׾ֽׄמ㛡喋䓪䫟鶟؅泘䧗׌ױ׊ն╈劬

人免؅畘杼绷כ㲊紶׊յ畘杼绷׾ֽׄמյ㝵䓪・外国人・╈鵍

䫑榫縖氧榫の➢鶟؅鶟״յ2021䇗9僖侇憠12％ךのⰟ⺬؅յ

2030䇗؅כ׆׾׌מ┕♓25％מךױ泘嘅׌ױ׊כ生榤◄哅

䢥؅ꢜ ׂն

人免罫䡗の䍚⴫
յ׊؅㵯ꄆؓٛٔ؞׷の❫⡁鈝׽כץյ┉人עךو٭ٜءٝٚؠ

社⿦・会社ֿמ׵כ䡗Ꝏ״ג׾׌䑒釐ٜ؞تם・耆ⱱ؅ꝧ氦׌

׾׎׈㲔⩗のր❫⡁鈝・杼䒝䷷罫ց؅ٝٚؠն׌ױ׊❠機会؅䬠׾

 յրStarterֹ׻׾׀ך孨驱מٜف٭ٞء人免ֿםյ㛡喋מ׵ככ

Global Team Trainingց׽׻מ㵚霄縖؅䇶ׅיրٜف٭ٞء

人免罫䡗溿⟣ց؅䦡⩗׊յր湾僿껺㏇⿦孬鸦⯆䈱ց׽׻מ他国ך

⥸ 機ׂ会؅㘃׌ױ׊׷նגױꝎ僿釱憠ךのր磬ㅀ䇠鼧⠮遨罫䡗⯆

䈱ց׾׻מ人免ٜ٭و啶疣ךյ◄哅鷞ㅀ؅䍚㍾׌ױ׊מն

❫⡁鈝・杼䒝䷷罫 3  Challenge Culture
⪦鵟の泘嘅؅䧏הյ◍ַמ㵯ꄆ׊냕׼ֿםַ⺬״㜊䷴؅䔤׍׿䧪䡵׾׌磝笝겧㎻

㛡喋な炘⿦┉☔כץりֿ生׀生׀⥸כ׀、㜊䷴を䔤׍׿に䧪䡵כ׆׾׌で
㚺化に㵚䑴しなֿيؿؕ׼ー٘بンを域չ生ײ出し、䡗Ꝏを禈けてַ׾⚡炘

2  the best Job for the Person, the best Person for the Job
個人の耆ⱱ氦䭙כ◄哅の䡗Ꝏ׌➢؅人免鿥糋

1  One HR Platform 
⤓人◄㓹泅の丝ג׊鞉┉ךو٭ٜءٝٚؠ

機Ⳃ氳ם
껺㏇⯆䈱

䧪䡵׌➢؅鍐❫⯆䈱

人免ٜف٭ٞء
罫䡗⯆䈱䦡⩗

䏲禆縖罫䡗銶槆

人◄㓹泅・人免ذ٭ظ

٤٘ب٭آؼِٖؤいたט㓹מ٭بَٛ◄人ٜف٭ٞءو٭ٜءٝٚؠ
ءրג״כױ縒ֻ亠؅ם㓹儖氳׾׌関מ人免עو٭ٜءٝٚؠ

؅鵟◄☼ֿ׽כץյ社⿦┉人יַט㓹מց٭بَٛ◄人ٜف٭ٞ

・յ㛡喋䓪の䫟鶟յ人免罫䡗յ⪜塜ֹ׻׾׀ך䡗Ꝏמ人ꝴ氳י׋

⪜䇖ם鍐❫לםの⯆䈱؅丝ֻמ׵ככ׾յ⢸⪒ם磝笝겧㎻のꃘ

䡗כ꥚榫機会のⰨ⭳מ⹦׽磝؆׌ױַךն

1 個人の人嘤؅㵯ꄆ׌ױ׊ն
2 䄐⮯؅䪶׊յ㛡喋䓪؅㵯ꄆ׌ױ׊ն
3 法䏱؅鹖㱤׊յ⪜䇖・⪜塜・鵀伺ם人◄⯆䈱・人◄产瓀؅泘䧗׌ױ׊ն
4 会社ך⥸ 人ׂכの㵚鎇؅鵟י׋荁㞐ם関➟׌ױ׽⛼؅ն
5 绷㕙梪㗞の丝⤓מⲃ׌ױ״ն

6 ն׌ױ״ⲃמ人免の꥚榫׾׀ך靹春מの氦㷣و٭ٜءٝٚؠ
7 鸵免鸵䢥の鿥糋؅行ַ׌ױն
8 硯䐂䓪のֵ׾鍐❫・⭚鷔؅行ַ׌ױն
9 耆ⱱꝧ氦؅䶹䭤׌ױ׊ն
10 鸵⮉ם䗯㕔ꝧ炐٭بفؕٚوמ׵ככの保閾מⲃ׌ױ״ն

٭بَٛ◄人ٜف٭ٞءو٭ٜءٝٚؠ
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クラレグループ社会貢献活動方針

活動内容

クラレグループは、以下の方針に基づき、社会貢献活動に積極的に取り組みます。

活動のあり方 社会的な課題の解決に
つながる活動

国内外の事業拠点の
地域社会に根ざした活動

社員の主体的参加を
重視した活動

長期的に持続可能な
活動

活動の領域 「文化」「学術」「環境」「福祉」を重点領域とする

社会貢献活動
クラレグループは、社会の健全で持続的な発展が企業として

の成長や繁栄の条件であるとともに、企業活動の究極の目標で

あると考えます。人々にとって価値のある製品や事業を通して

社会に貢献することはもちろん、企業市民として積極的に社会

的な問題に取り組むことは、企業として重要な活動であると認

識しています。

クラレグループ社会貢献活動方針に則り、文化・学術・環境・

福祉分野を中心に活動しています。

また、クラレグループの業容、存在感がグローバルに拡大する

中で、クラレの出資により2016年4月に一般財団法人クラレ財

団が設立されました。より広範囲で規模感のある社会貢献を果

たすことを実現するため、クラレの歴史を踏まえた創意ある活

動を実践しています。

資
格

英語力向上支援策

グローバル人材育成制度の拡充

海外トレーニー派遣制度
Starter Global Team Training

Global Team Training

短期駐在員派遣制度 
（Global Mobility）

   Advanced Global Management Program

Executive Management Training

経営幹部候補育成制度2021年 2026年までに順次拡充

目標 実績 評価と課題 2022年度目標

【学術】
「ランドセルは海を越えて」 
キャンペーンの着実な実行

・ 送付実績7,813個
・ ウェブサイトを通じての一般募集、 
および各事業所から近隣小学校へ
ランドセル提供を募った

・ 計画通り実行。次年度も同様の 
取り組みを継続する

・ 「ランドセルは海を越えて」キャン 
  ペーンを実行する

【学術】
「少年少女化学教室」を年1回以上 
実施する

・  危機管理基準（新型コロナウイルス感染拡大に伴う対応）に則り、 
事業所内での開催は不実施
・  鹿島事業所の地域小学校でのリモート開催
・  鶴海事業所の地域文化施設での開催

・ 事業所で年1回以上実施する
・ 社外のイベントへの出展

【福祉】
知的障がい者の作業施設の運営

・ 雇用人数 
障がい者：42名 
指導員： 15名（新潟／西条／ 
倉敷／鹿島／岡山の合計）

・ 計画通り実行し、雇用数を 
維持することができた ・ 現作業施設での雇用者数の維持

【文化】【学術】【環境】【福祉】
事業所・関係会社において、地域との
つながりに重きを置いた既存活動を着
実に実行する
海外拠点も含め、グループの活動状況
を一元的に把握する

・ 既存の活動に着実に取り組んだ

・ 従前より取り組んできた活動の 
継続実施を実行できた
・ 海外拠点の活動状況の集約を 
行った

・ 活動の継続実施
・ 海外拠点も含めたグループ全体の
活動状況を継続して把握する

「クラレ財団」については、下記ウェブサイトをご覧ください。
https://kuraray-foundation.or.jp/index.html

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➀　機会としてのサステナビリティ
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